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第 5 章では、 ドライサーの『アメリカの悲劇』において、婚外妊娠と社会制度の狭間で苦しみを余儀なくされる女
性特有の問題に作家がどのように挑んだかを、ロバータ・オルデンの家族内、階級間における立場の暖昧性を分析す
ることで明らかにし、中絶を求めつつ果たせなかった彼女の状況を検討することを通して、本作品を主人公の男性ク
ライドの悲劇としてではなく、ロバータの悲劇として読み解くことを試みている。
以上の分析をふまえ、女性登場人物たちが経験する生物学的な身体変化は一様に、政治的なメッセージを持ってい
ること、そして、それは、男性と女性、個人と社会、そして自然と文化という様々な二項対立の狭間の矛盾点を我々
読者に問L、かける重要なプロットの一つであると結論づけている。
論文審査の結果の要旨
従来の英米文学研究において家庭内における娘の役割については研究されているが、父から夫へと贈与される客体
としての女性像から逸脱し、主体的に男性と関わり、妊娠をいわば交渉材料として利用する女性主体に注目した本論
文の切り口は新鮮で、 20世紀アメリカ・リアリズム小説研究に新境地を拓くものとして高く評価することができる。
また、徹底した読みに基づく個々の作品の分析自体優れた作品論であるのみならず、従来、散発的な言及しかされて
こなかったウオートンとドライサーを架橋する新たな視点を導入した功績は大き L 、。
ただし、本論文に問題がないわけではな L、。取り上げられている作品問で妊娠モチーフの重要度においてばらつき
があるし、アメリカ史のコンテクストへのさらなる掘り下げがあればより議論が深まったであろう。また、論述に繰
り返しの多い個所が散見されることも惜しまれるo
しかし、これらの点は望萄のごときもので、本論文の本質的な価値を損なうものではな L、。よって、本審査委員会
は本論文を博士(文学)の学位にふさわしいものと認定するo
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